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し ん     りょく 

今回は新力（新たな気持ちで取り組む力、新たなことにチャレンジする力）

です。２学期が始まりました。児童も先生方も気持ちも新たに、元気にスタ

ートが切れたと思います。２学期は夏休みを経て心も体も一回りも二回りも

成長した児童とともに、新たな取り組みにもチャレンジしたいと思います。

保護者の皆様、学校応援隊の皆様、今学期もよろしくお願いします。 

9 月１日に２学期の始業式がありました。児童の元気な姿を見ることができてとて

も嬉しく思いました。校長先生からは、２学期から頑張ってほしいこととして、「聞

く」「読む」（インプット）、「話す」「書く」（アウトプット）の４つについての話があ

りました。また、「振り返りをして自分の学び方をつかむ」ことの大切さや、振り返

りのポイントとして「Good：なぜうまくいったか」「Bad：何がわるかったか」「Next：

次どうするか」を教えていただきました。さらには、「思いやりとは、想像すること」

「自律とは、自分をコントロールすること」ということも教えていただきました。 

さあ、校長先生や久保先生、山根先生、中村先生から教えていただいたことをしっ

かりと意識して、一人一人にとって素晴らしい２学期にしていきましょう！ 

 

校長先生のお話です ２学期から頑張ってほしい
４つのこと 

校長先生のお話をしっかり
聞いています 

久保先生から生活について 山根先生から歯みがきについて 中村先生から「ほかほかの木」
「わくわくのたね」について 

【２学期始業式】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期から「東野やっちゃおうか（謳歌）プロジェクト」を発動しようと思
います。「突然、何だ！」と思われるかもしれませんが、特別なことは何もし
ません。子供たちを見ていると、頑張って取り組みをしようと思ってはいて
も、「よし！やってやるぞ！」という意思が弱かったり、自信をもってはっき

りした声で発言することが少なかったり。子供たち一人一人はとても素敵な
力を持っているのにその力を発揮しきれていないというか、宝の持ち腐れ状
態になっているというか…。もどかしいところがあります。 
そこで「～しちゃおうか」「～やっちゃおうか」という少し自分を奮い立た

せる感じで、東野小学校で行われる全ての活動を「謳歌しよう！」という意識
付けのプロジェクトを考えてみました。ちなみに「謳歌する」とは、恵まれた
状況や幸せな状態を大いに楽しみ、喜びを表現することを意味し、人生の喜
びや青春の輝きを心から味わい満喫する様子を表す言葉です。 
「子供たちも先生方も保護者の皆様も学校応援隊の皆様も東野小学校での

活動を謳歌しましょう！」というプロジェクトになります。 

子供たちには、「学んじゃおうか」「遊んじゃおうか」「読書しちゃおうか」
「たくさん書いちゃおうか」「心を向けて話を聞いちゃおうか」「大きな声で
話しちゃおうか」「しっかりと食べちゃおうか」「歯をしっかり磨いちゃおう
か」「ワクワクすることを考えちゃおうか」という気持ちになってほしいです。 
また、保護者の皆様や学校応援隊の皆様には、「何かお手伝いしちゃおうか」

「東野小学校の活動に参加しちゃおうか」と思っていただけるよう呼びかけ
ていきたいと思います。 
さらに、先生方には、「東野小学校でワクワクしながら働いちゃおうか」「子

供たちの力をぐんぐん伸ばしちゃおうか」「子供たちや自分自身がワクワクす

るようなことを考えちゃおうか」と思ってもらえるように声をかけていこう
と思います。そして、一人一人が自分の生活に彩を与え、自分の生活を謳歌す
るようになると嬉しいなと思います。合言葉は“やっちゃ謳歌！”です！ 

 

夏休みに頑張った結果として、表彰された児童のお披露目がありました。２年生の

望月章宏くんが「海の日ポスター展」で最優秀賞を受賞し、６年生の伊茂治碧くん、

森本湊介くん、元樋圭吾くん、５年生の福田結月くん、４年生の川上一清くん、伊茂

治凪くんが「東野子ども櫂伝馬競漕」で優勝に輝きました。素晴らしいです！！ 

 

 

【表彰式】 


